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【社名の由来】
「三共」の社名は、お客様・仕入先・自社の三者が、共に協力しあい、相
互に発展・繁栄を目指すという意味です。

【社長挨拶】
～お客様のお役に立てる仕事をする～
株式会社三共は、「百年企業」を目指して進んでおります。
創業以来「お客様のお役に立てる仕事をする」という思いを目標に、走り
続けております。また、お客様だけではなく、社員の皆さんにも「仲間と仕
事ができてよかった」と満足して働けるよう、日々取り組んでいます。

現在、四代にわたり事業を継承してきました。時代とともに変化することもありますが、三共
としての魂は変わらず持ち続けています。まずは十年後を見据えた「十年ビジョン」を目指し、
さらに百年続けて歴史を残していく「百年企業」へ繋げていきたいと思います。
お客様からの「三共に頼んでよかった」という言葉を励みに、一歩先を行く技術の向上に努
めて参ります。そして、お客様の満足と社員のやりがいを求めて毎日進化している三共を応
援していただけると幸いです。

代表取締役 奈 良 栄 治

【ロゴマーク】
三共のロゴは、大空を風に乗って自由に飛ぶ二羽の鳥をモチーフにして
います。また、それぞれのカラーにも意味があり、赤は太陽、青は大空、
緑は大地を表しています。
「三共の風」を起こし続けることによって、お客様・仕入先と共に未来に羽
ばたきたいと思っています。

【沿 革】

≪本社≫

≪青森工場≫

≪第二・第三工場≫

1966年06月 三共ラヂエーター工業 創業
創業者 齋 藤 佐 一

1979年05月 有限会社 三共商会 設立
代表取締役 齋 藤 佐 一 就任

1992年03月 代表取締役 齋 藤 康 夫 就任
1992年09月 秋田営業所（日本海油圧ホースサービス）

油圧ホース部門 開設
1997年08月 株式会社三共に組織変更（資本金1000万円）
1997年09月 秋田営業所 日本海油圧ホースサービスから、

株式会社三共 秋田営業所に名称変更
1997年09月 青森営業所 開設（ラヂエーター部門）
1997年10月 建設業県知事許可（電気工事業）

（第16185号)
1997年11月 資本金増額（1000万円から1350万円へ）
2006年05月 屋外広告業登録（青森県知事 第21号）
2006年11月 第二工場 新設
2007年05月 電気工事業者届出済（第19962号）
2007年05月 青森営業所 油圧ホース部門 開設
2007年09月 大阪工場 開設（製造工場）
2008年04月 秋田営業所を関連会社 株式会社三共秋田へ
ｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄ事業譲渡
2014年09月 代表取締役 岡 護 就任
2017年05月 建設業県知事許可（機械器具設備工事業）

追加（第16185号）
2019年11月 大阪工場を関連会社 株式会社ＲＡＤへ事業

譲渡
2020年10月 第三工場 新設
2021年01月 代表取締役 奈 良 栄 治 就任
2022年12月 青森営業所 増設



住友理工ホーステックス㈱、横浜ゴム㈱、ブリヂストン化工品ジャパン㈱、櫻護謨㈱ 他

油圧ホース部門 [本社、青森営業所]

HYDRAULIC 
HOSE

油圧ホースは建設機械、農業機械、特殊車輌、設備機械など、油
圧を動力とする機械装置に多数使用されています。とても頑丈にで
きていますが、常に高圧にさらされながら動きも加わるため、使えば
使うほど確実に劣化が進む、寿命はそれほど長くない部品です。ま
た、接続金具の形状やサイズが多種多様なため、標準品が存在し
ません。通常は部品の調達に数日かかるところを、三共では豊富な
品揃えでいつでもすぐその場で同等性能の製品を提供できます。

≪取扱メーカー≫

移動が容易でない建設機械などにはサービスカーで現場に出向き、油圧ホースの製作から
交換作業までスピーディーに対応致します。

■タンクローリー（移動貯蔵ﾀﾝｸ）点検・修理・販売

タンクローリーは５年に１回以上の気密検査と、１年に１回の
定期点検が義務付けられています。専門知識と技術力で、
安全かつ正確な検査を実施しています。
また、タンクローリーに付随する部品の修理・販売も承ってお
ります。

■洗浄機修理・販売

㈱洲本整備機製作所、ケ
ルヒャージャパン㈱、ニル
フィスク㈱、㈱鶴見製作所、
㈱バンザイ 他

≪取扱メーカー≫

極東開発工業㈱、新明和工業㈱、エムケー精工㈱、
㈱タツノ、ﾄｷｺｼｽﾃﾑｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ㈱ 他

≪取扱メーカー≫



特装車輌部門 [本社]

SPECIAL 
VEHICLES

自動車に特殊な装置の取付けなどの改造を施した車両を特装車と
呼びます。三共ではトラックにユニッククレーン及びパワーゲートの装
置架装をする改造及び点検、整備を得意としております。それらの
装置は、重量物の運搬や積み降ろしに威力を発揮し、省力化に大
きく貢献していますが、過酷な働きをする機械なのでしっかりしたメン
テナンスをする必要があります。そのためには自動車整備技術と異
なった機械装置の専門知識と整備技術を身に付けていなくてはなり
ません。

クレーン等安全規則により、１年以内ごとに１回の定期自主検査を行うことが義務付けられ
ています。
定期的な点検・整備を行い、お客様の安全をサポートします。

◆装置架装（パワーゲート）◆

◆各種修理・整備◆

キャリアカー点検・整備 パワーゲート修理 ダンプカー修理 油圧シリンダー再生

■クレーン年次点検

◆装置架装（ユニック）◆

古河ユニック㈱ サービス工場（ユニッククレーン）
極東開発工業㈱ サービス工場（パワーゲート、タンクローリー、ダンプトラック等

≪指定・認定・特約・協力工場≫

所有資格 所有人数

小型移動式クレーン定期自主検査者 ５名

特定自主検査者（フォークリフト） ２名

特定自主検査者（整備・運搬・積込み用、掘削用及び解体用） ２名

特定自主検査者（高所作業車） ２名



ラヂエーター部門 [本社、青森営業所]

RADIATORS

ラヂエーターは、エンジンで熱せられた冷却水を冷やす装置で、自
動車、バイク、建設機械など、エンジン付きの機械に必ず使われて
います。老朽化により漏れや詰まりが発生し機能が果たせなくなると、
エンジンはオーバーヒートを起こし、重大な故障や事故につながる
恐れもあります。通常の修理方法は、メーカーの純正部品で丸ごと
交換することになりますが、三共では細かく分解して、使える部分は

【製作販売例】 レース専用ラヂエーター、特殊車輌ラヂエーター 等

全日本ラヂエーター工業会 認定工場、㈱デンソー協力店

≪指定・認定・特約・協力工場≫

【改  造  例】 ホース口の位置替え、一層から二層・三層へ、真鍮及びプラスチックタンク
1   1ラヂエーターから総アルミへ、コアの容量アップ 等

RADIATORS

加工部門 [本社]

PROCESSING

鉄やアルミ、ステンレスなど金属の切断、切削、曲げ、穴あけ、溶接
加工など様々な金属を扱ったものづくりをしています。
中でも、アルミの溶接は難易度が高い技術ですが、熟練した職人が
在籍しており、地域近辺でも貴重な存在となっています。また、小
物の加工にも迅速に対応しており、地域のお客様の急ぎの需要にも
柔軟に対応できます。

【アルミ ＴＩＧ溶接】 【半自動溶接】 【組立作業】

リサイクルし、新品と遜色ない再生品を安価で提供する手法をとっています。



電気部門 [本社]

地域の価値観を大切に、お客様のご要望に沿う創造性豊かな景
観づくりに取り組みます。
また、電球の交換、故障・事故による損傷等に迅速に対応。街路
灯のＬＥＤ化を推奨し、お客様のコスト削減はもちろん、ＣＯ２削減
で環境問題にも貢献しています。

◆街路灯 製作・設置・メンテナンス◆

ベルトコンベヤ修理

・日本街路灯製造㈱ 特約販売店 ・電気工事業者届出済 第19962号
・日本ホイスト㈱ サービス指定工場       ・建設業県知事許可 第16185号
・東北電力指定工事店 指定番号4877 （電気工事業、機械器具設置工事業）

≪指定・認定・特約・協力工場≫

◆その他◆
○天井クレーン 点検・修理・設置
○屋内照明のＬＥＤ化工事
○広告灯設置
○屋外広告設置

ELECTRICAL

機械部門 [本社]

MACHINERY

産業機械をはじめ、ありとあらゆる機械のメンテナンス、修理はもち
ろん、装置の設計、製作、販売及び設置工事まで、幅広く対応し
ています。古すぎてメーカーにも修理を断られた機械でも、多岐に
渡る専門知識と豊富な経験を応用し、難なく修復した事例は多数
有り、お客様にも喜ばれています。

【作業例】 貯蔵タンク製作、大型発電機入替工事、水門 製作・修理・交換 他

スクリーンフィーダ設計製作 圧雪車 クローラベルト交換



お客様の笑顔のため、信頼され、お役に立てる企業であり続ける事に精進を重ねてきま
した。三共で「修理・販売・製造」した機械は、見えないところで地域社会を支えています。
あなたの仕事が、地域と人々の生活に深く関わっていることが実感できる、やりがいのある
仕事です。
さらなる進化を目指し、一緒に働いてくれる活力のある人材を募集しています。

2021年入社 車輌・塗装課
山口 直人（弘前東高校出身）

～笑顔につながる仕事～

2021年入社 電気・機械課
笹部 一太（弘前工業高校出身）

2022年入社 加工課
木村 海斗（弘前高等技術専門校出身）

2022年入社 青森営業所
 ラヂエーター課

下山 冬慧（青森工業高校出身）上司や先輩方の技術を目で見て学び、
自分には無い技術を自分の技術として
吸収し、扱えるように成長したいという向
上心を持ちながら、日々励んでいます。

覚えることがたくさんありますが、技術職な
ので、出来た時のやりがいを感じます。

入社３年目になりました。自動車科を卒業し、
車の知識には自信がありましたが、車輌課は
特殊車輌を扱うため、わからないことだらけで
した。ですが、先輩方に優しく教えて頂き、少
しずつできるようになってきました。これからも
がんばります。
みなさんも、ぜひ三共へ！！

機械の修理やものづくりなど、いろいろな
作業をするので大変ですが、とてもやりが
いがあります。



【本  社】 〒036-8076 青森県弘前市大字境関1丁目2-7
  TEL 0172-27-6363 FAX 0172-26-0088

【青森営業所】 〒038-0003 青森県青森市大字石江字三好119-7
TEL 017-783-2100 FAX 017-783-2020

https://www.sankyo-hirosaki.com E-mail  info@kk-sankyo-net.com

幸せデザインサーベイ
アンケートの回答結果、

当社の幸せ指数は 
60.3点 でした！

（全国平均55.3点）

https://www.sankyo-hirosaki.com/
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